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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
松
浦
ケ
ン
ト
の
大
爆
走
　
東
京
、
大
連
、
瀋
陽
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
７
６
３
Ｖ

【
作
者
名
】

　
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｕ
ｒ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
私
立
探
偵
松
浦
ケ
ン
ト
は
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
か
ら
行
方
不
明
の
チ
ェ
ン
部

長
の
調
査
以
来
を
受
け
た
。

キ
ュ
ウ
先
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
解
く
た
め
に
、
ケ
ン
ト
は
、
東
京
⇒
大
連
⇒
瀋

陽
⇒
Ｍ
Ｈ
Ｋ
を
爆
走
。

チ
ェ
ン
部
長
失
踪
の
真
相
を
突
き
止
め
る
。

し
か
し
、
全
て
の
真
相
は
春
に
な
ら
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

２
０
１
１
０
７
０
２
 

ｄ
Ｎ
ｏ
Ｖ
ｅ
Ｌ
ｓ
 
 

投
稿
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（
前
書
き
）

私
立
探
偵
・
松
浦
ケ
ン
ト
が
、
中
国
で
初
め
て
仕
事
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
大

陸
を
爆
走
す
る
。
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１
．

　
久
し
ぶ
り
に
、
私
、
私
立
探
偵
松
浦
ケ
ン
ト
は
、
日
本
橋
・
浜
町
の
事
務
所

で
満
ち
足
り
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

　
昔
、
私
が
青
春
時
代
の
一
時
を
暮
ら
し
た
思
い
出
の
町
だ
。

　
ジ
ュ
リ
ー
、
マ
ド
ン
ナ
と
夢
の
よ
う
な
楽
し
い
生
活
を
過
ご
し
た
。
独
り
者

に
と
っ
て
生
活
し
易
い
町
だ
。

　
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
あ
る
。
　

　
こ
の
界
隈
に
は
、
自
称
美
食
家
の
私
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
和
食
店
や
洋
食

店
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
そ
の
な
か
で
も
、
「
銀
寿
司
」
が
、
私
の
一
番
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。

　
今
日
の
夕
食
も
、
「
銀
寿
司
」
へ
行
こ
う
か
と
考
え
て
い
た
。

　
そ
の
時
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
依
頼
人
専
用
の
携
帯
電
話
が
激
し
く
鳴
っ
た
。

　
大
連
の
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
か
ら
の
電
話
だ
っ
た
。

　
彼
は
、
中
国
飲
食
業
界
で
は
超
大
物
だ
。

　
年
商
１
０
０
０
億
円
を
売
り
上
げ
る
日
本
料
理
チ
ェ
ー
ン
の
「
七
夕
グ
ル
ー

プ
」
の
ワ
ン
マ
ン
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
。

　
店
舗
数
は
、
５
６
８
軒
。
香
港
か
ら
ハ
ル
ピ
ン
ま
で
到
る
所
に
店
舗
が
あ
る
。

　
寿
司
、
割
烹
料
理
、
日
本
式
ラ
ー
メ
ン
、
焼
肉
、
牛
丼
、
定
食
店
等
料
理
の

種
類
も
豊
富
だ
。

　
特
に
、
海
鮮
料
理
部
門
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
山
東
省
出
身
の
彼
の
店
舗
管
理
能
力
は
、
当
に
天
才
的
だ
。

　
彼
は
、
一
人
で
大
連
開
発
区
の
金
帆
ホ
テ
ル
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ス
イ
ー
ト
に

住
ん
で
い
る
。

　
彼
は
、
妻
と
別
居
中
だ
。

　
た
ぶ
ん
、
子
供
が
で
き
な
い
の
が
原
因
の
よ
う
だ
。

　
金
帆
ホ
テ
ル
内
に
は
「
七
夕
グ
ル
ー
プ
」
の
総
本
部
も
あ
る
。

　
自
称
美
食
家
の
私
が
、
以
前
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
に
日
本
食
の
作
り
方
を
教



4

え
て
や
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
、
久
し
ぶ
り
、
お
父
さ
ん
は
元
気
か
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
し
か
し
、
親
父
の
中
風
は
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
だ
」

「
そ
れ
に
、
親
父
は
相
変
わ
ら
ず
訳
の
判
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
」

「
最
近
、
仕
事
の
ほ
う
は
ど
う
だ
、
ケ
ン
ト
」

「
忙
し
い
か
」

「
お
れ
は
相
変
わ
ら
ず
、
暇
し
て
る
よ
」

ひ
ま

「
お
ま
え
に
相
談
に
乗
っ
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
。
親
父
も
お
ま
え
に
会
い
た

が
っ
て
い
る
。
大
連
に
来
な
い
か
」

「
今
、
大
連
の
ヒ
ラ
メ
を
食
べ
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
」

　
日
本
の
ヒ
ラ
メ
も
美
味
し
い
が
、
私
は
、
大
連
の
ヒ
ラ
メ
は
超
美
味
だ
と
思

っ
て
い
る
。
丸
揚
げ
に
し
て
も
、
刺
身
で
も
美
味
し
い
。

「
了
解
、
至
急
、
格
安
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し
て
、
大
連
に
行
く
よ
」

「
じ
ゃ
、
大
連
で
会
お
う
（
大
連
見
）
」

　
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
格
安
チ
ケ
ッ
ト
を
探
し
、
発
券
を
依
頼
し
た
。

２
．

　
そ
れ
か
ら
三
日
後
の
夕
方
、
私
は
大
連
空
港
に
い
た
。

　
タ
ク
シ
ー
を
捜
し
に
到
着
ロ
ビ
ー
を
出
る
と
、
柄
の
悪
い
客
引
き
が
私
の
そ

ば
に
寄
っ
て
き
た
。

　
そ
の
客
引
き
に
は
か
ま
わ
ず
私
は
、
ま
っ
す
ぐ
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
向
か
っ

た
。

　
年
々
、
大
連
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
質
が
落
ち
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
大
連
空
港
か
ら
開
発
区
ま
で
、
タ
ク
シ
ー
で
約
一
時
間
掛
か
っ
た
。

　
前
回
、
大
連
に
来
た
と
き
に
比
べ
て
、
自
動
車
が
異
常
な
速
度
で
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。

　
そ
れ
も
、
日
本
に
比
べ
て
高
級
車
が
格
段
に
多
い
の
に
は
驚
い
た
。

　
私
は
、
開
発
区
の
金
帆
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
、
雑
誌
を

見
な
が
ら
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
を
待
っ
て
い
た
。
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１
０
分
ほ
ど
す
る
と
、
大
柄
で
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
色
白
の
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン

が
出
て
来
た
。

「
ケ
ン
ト
、
よ
く
来
て
く
れ
た
」

「
お
ま
え
の
部
屋
も
、
こ
の
ホ
テ
ル
に
用
意
し
て
あ
る
」

「
お
ま
え
の
荷
物
は
こ
こ
に
置
い
て
お
け
ば
い
い
」

「
後
で
、
お
ま
え
の
部
屋
に
荷
物
を
運
ば
せ
て
お
く
か
ら
」

「
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
の
経
営
す
る
金
帆
ホ
テ
ル
の
一
階
に
あ
る
「

割
烹
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
」
へ
行
っ
た
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
面
積
は
１
０
０
０
?
、
従
業
員
が
４
８
名
。
和
食
と
鉄
板
焼

き
が
メ
イ
ン
で
、
い
つ
も
満
席
だ
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
個
室
に
案
内
さ
れ
た
。

　
海
胆
、
舌
平
目
、
つ
ぶ
貝
の
刺
身
。
鮑
の
煮
物
。
ア
ナ
ゴ
と
海
老
、
竹
の
子

の
天
麩
羅
。
焼
き
タ
ラ
バ
ガ
ニ
と
和
牛
の
鉄
板
焼
き
等
の
料
理
が
出
て
来
た
。

　
酒
は
、
「
長
城
」
ワ
イ
ン
の
白
だ
。

　
最
近
の
中
国
の
ワ
イ
ン
は
美
味
し
い
。

　
私
は
「
長
城
」
ワ
イ
ン
が
好
き
だ
。

　
私
が
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
来
る
と
い
つ
も
挨
拶
に
出
て
く
る
経
理
財
務
担

当
重
役
の
チ
ェ
ン
部
長
の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。

　
チ
ェ
ン
部
長
は
、
「
七
夕
グ
ル
ー
プ
」
全
体
の
経
理
財
務
を
見
て
い
た
。
ミ

ス
タ
ー
・
ロ
ン
の
最
も
信
頼
す
る
部
下
で
あ
っ
た
。

「
経
理
部
長
の
チ
ェ
ン
さ
ん
は
休
み
で
す
か
」
と
、
私
は
尋
ね
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
が
煙
草
を
一
服
し
て
話
し
出
し
た
。

「
去
年
の
９
月
末
に
、
売
上
金
横
領
の
報
告
が
上
が
っ
て
来
た
」

「
そ
れ
で
、
外
部
の
Ｍ
Ａ
Ｃ
と
い
う
専
門
機
関
に
依
頼
し
て
極
秘
に
グ
ル
ー
プ

内
の
売
上
金
横
領
の
調
査
を
し
た
ん
だ
」

「
調
査
の
結
果
、
売
上
金
横
領
は
無
か
っ
た
」

「
し
か
し
、
偽
装
小
切
手
が
振
り
出
さ
れ
て
い
た
」

「
そ
の
偽
装
小
切
手
を
振
り
出
し
た
犯
人
は
捕
ま
っ
た
の
で
す
か
」

「
厳
密
に
言
う
と
、
小
切
手
自
体
は
本
物
な
の
だ
」
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「
な
ぜ
な
ら
、
経
理
財
務
担
当
の
チ
ェ
ン
が
振
り
出
し
た
小
切
手
だ
か
ら
」

「
銀
行
へ
連
絡
し
た
の
か
」

「
も
う
、
銀
行
へ
は
手
を
打
っ
た
」

「
損
害
は
幾
ら
だ
」

「
損
害
は
、
１
０
億
円
だ
」

「
一
億
円
の
小
切
手
１
０
枚
だ
」

「
こ
の
七
夕
グ
ル
ー
プ
の
仕
入
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
払
い
で
、
七
夕

グ
ル
ー
プ
の
経
営
内
容
も
良
い
か
ら
、
町
の
金
融
機
関
は
喜
ん
で
買
い
取
っ
て

く
れ
る
」

「
そ
の
と
お
り
、
七
夕
グ
ル
ー
プ
は
優
良
企
業
だ
か
ら
、
お
宅
の
小
切
手
は
ど

こ
で
も
買
っ
て
く
れ
る
」

「
そ
し
て
、
チ
ェ
ン
は
、
町
の
１
０
社
の
金
融
機
関
へ
一
億
円
の
小
切
手
を
一

枚
ず
つ
持
ち
込
ん
で
い
た
」

「
チ
ェ
ン
は
経
理
財
務
担
当
な
の
で
、
経
理
操
作
も
万
全
で
、
小
切
手
の
偽
装

が
発
覚
す
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
っ
た
」

「
そ
の
間
に
、
チ
ェ
ン
は
経
営
監
査
と
い
う
目
的
で
出
張
に
出
た
」

「
偽
装
小
切
手
が
発
覚
す
る
と
同
時
に
、
彼
は
出
張
先
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
ど
こ
へ
出
張
に
行
っ
た
ん
だ
」

「
東
北
方
面
へ
行
っ
た
」

「
瀋
陽
の
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
報
告
を
受
け
た
後
、
チ
ェ
ン
の
足
取
り
が
消

え
た
」

「
チ
ェ
ン
は
、
創
業
以
来
、
わ
し
と
一
緒
に
や
っ
て
来
た
。
真
面
目
な
男
だ
」

「
そ
こ
で
、
お
ま
え
に
依
頼
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」

「
依
頼
す
る
か
、
し
な
い
は
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
、
あ
ん
た
の
自
由
だ
が
、
不
案

内
な
土
地
で
、
お
れ
が
役
に
立
つ
の
か
」
と
、
私
は
言
っ
た
。

「
お
ま
え
に
し
か
頼
め
な
い
こ
と
だ
。
お
ま
え
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
く
れ

て
結
構
だ
」

「
と
り
あ
え
ず
、
お
れ
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」

「
部
長
の
チ
ェ
ン
を
見
つ
け
て
欲
し
い
」
と
言
っ
て
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
が
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
を
空
け
た
。
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「
じ
ゃ
、
ガ
イ
ド
謙
通
訳
を
頼
む
」

「
至
急
、
秘
書
に
言
っ
て
探
さ
せ
る
よ
」

「
ガ
イ
ド
が
見
つ
か
り
次
第
、
お
れ
は
仕
事
に
取
り
掛
か
る
よ
」

「
よ
ろ
し
く
、
頼
む
」

３
．

　
二
日
後
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
か
ら
お
れ
の
ガ
イ
ド
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
は
女
性
で
、
名
前
は
リ
ン
。

　
彼
女
は
、
語
学
堪
能
で
、
地
理
に
は
精
通
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
チ
ェ
ン
部
長
の
社
内
で
の
評
判
は
良
く
、
人
望
も
厚
か
っ
た
。

　
表
面
的
に
は
、
金
に
も
困
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
チ
ェ
ン
部
長
は
再
婚
で
子
供
は
な
か
っ
た
が
、
夫
婦
仲
は
良
か
っ
た
。

　
先
ず
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
か
ら
も
ら
っ
た
チ
ェ
ン
部
長
の
出
張
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
見
直
す
こ
と
に
し
た
。

　
私
は
地
理
不
案
内
な
の
で
、
ガ
イ
ド
の
リ
ン
が
地
図
を
出
し
て
、
今
回
の
チ

ェ
ン
部
長
の
出
張
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
チ
ェ
ン
部
長
は
、
瀋
陽
の
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
で
経
営
監
査
を
し
た
後
、
Ｍ
Ｈ

Ｋ
を
経
由
し
て
、
長
春
へ
経
営
監
査
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。

　
去
年
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
日
式
焼
肉
（
３
０
０
人
収
容
）
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
た
。

集
客
は
順
調
だ
っ
た
。

　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
は
、
瀋
陽
と
長
春
の
間
に
あ
る
人
口
６
０
万
人
の
吉
林
省
通
化
市
に

属
す
る
県
ク
ラ
ス
の
都
市
だ
。
大
型
高
級
ス
ー
パ
ー
の
出
店
も
決
定
し
て
い
る
。

　
地
理
的
に
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
は
松
遼
平
原
と
長
白
山
地
の
中
間
に
位
置
し
、
松
花
江

の
支
流
で
あ
る
大
柳
河
と
梅
河
が
交
差
す
る
地
点
に
あ
る
肥
沃
な
土
地
だ
。

　
満
鉄
が
、
こ
の
周
辺
の
鉄
道
を
敷
設
し
た
と
き
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
を
中
心
拠
点
と
し

た
。

　
工
業
地
帯
で
は
な
い
が
、
東
北
三
省
の
主
要
穀
倉
地
帯
で
、
鉱
産
資
源
が
豊

富
で
主
要
な
も
の
に
石
炭
、
金
、
珪
藻
土
、
油
頁
岩
、
鉄
、
石
英
、
石
墨
、
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
―
タ
ー
な
ど
１
７
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
秋
田
小
町
は
、
中
国
で
は
上
質
の
米
の
部
類

に
入
る
。

　
こ
こ
で
採
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
絶
品
だ
。

　
そ
れ
か
ら
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
串
カ
ツ
、
串
焼
き
は
抜
群
だ
。
大
連
で
は
味
わ
え
な

い
。

　
し
か
し
、
吉
林
省
の
ビ
ー
ル
は
不
味
い
。

　
串
カ
ツ
、
串
焼
き
が
そ
の
ビ
ー
ル
の
不
味
さ
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
。

　
以
前
一
度
だ
け
、
私
は
友
人
の
案
内
で
Ｍ
Ｈ
Ｋ
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
私
は
、
暫
ら
く
瞑
想
し
た
。
そ
し
て
、

「
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
ま
で
、
鉄
道
利
用
で
何
時
間
掛
か
る
」

「
約
４
時
間
で
す
」

「
じ
ゃ
、
バ
ス
利
用
で
、
ど
の
く
ら
い
か
か
る
」

「
高
速
バ
ス
だ
と
、
３
時
間
半
ぐ
ら
い
で
す
」

「
普
通
、
出
張
で
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
移
動
す
る
に
は
、
鉄
道
か
高
速
バ
ス
を

利
用
す
る
の
か
」

「
そ
う
で
す
」
と
、
リ
ン
が
答
え
た
。

　
私
は
、
先
ず
、
明
日
の
朝
、
大
連
発
の
快
速
列
車
で
「
瀋
陽
七
夕
レ
ス
ト
ラ

ン
」
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
リ
ン
に
、
明
日
の
切
符
の
手
配
を
し
て
も
ら
っ
た
。

４
．

　
快
速
列
車
は
早
い
。
３
時
間
で
、
瀋
陽
に
着
い
た
。

　
リ
ン
と
、
瀋
陽
駅
前
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
少
し
早
い
昼
食
を
済
ま
せ
た
。

　
瀋
陽
駅
は
巨
大
な
駅
で
、
毛
主
席
の
時
代
を
思
い
だ
さ
せ
る
よ
う
だ
。

　
ガ
イ
ド
の
リ
ン
に
案
内
さ
れ
て
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
。
和
平
路
で
、
私
た

ち
は
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
。

「
瀋
陽
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
い
う
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
が
目
に
入
っ
た
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て
、
カ
ン
店
長
を
呼
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
が
、
予
め
、
カ
ン
店
長
に
連
絡
を
入
れ
て
お
い
て
く
れ
た

の
で
、
店
長
は
す
ぐ
に
出
て
来
た
。
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名
刺
を
カ
ン
店
長
に
渡
し
た
。

「
私
の
名
前
は
、
松
浦
ケ
ン
ト
。
チ
ェ
ン
部
長
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
話
を

聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と
言
っ
た
。

「
チ
ェ
ン
部
長
が
、
こ
の
店
を
出
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
日
、
何
か
お
か
し
な

素
振
り
は
見
え
な
か
っ
た
か
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
こ
の
店
へ
経
営
監
査
に
来
た
だ
け
だ
。

普
段
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
別
に
な
か
っ
た
で
す
ね
」

「
彼
は
、
瀋
陽
か
ら
何
処
へ
出
張
に
行
く
予
定
だ
っ
た
の
か
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
去
年
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
日
式
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

経
営
監
査
に
行
く
と
言
っ
て
い
ま
し
た
」

「
彼
は
汽
車
に
乗
っ
た
の
か
、
高
速
バ
ス
に
乗
っ
た
の
か
」

「
分
か
り
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ン
部
長
は
、
そ
の
時
の
気
分
で
乗
り
物
を
決
め
て
い

た
よ
う
で
す
」

「
切
符
も
、
チ
ェ
ン
部
長
、
自
分
で
買
っ
て
い
ま
し
た
」

「
瀋
陽
に
、
彼
の
よ
く
行
く
飲
み
屋
は
無
い
の
か
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
酒
豪
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
瀋
陽
で
、

彼
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い
」

「
肉
を
納
入
し
て
い
る
業
者
の
話
で
は
、
チ
ェ
ン
部
長
が
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
飲
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
ら
し
い
で
す
」

「
肉
を
納
入
し
て
い
る
業
者
の
名
前
と
担
当
者
、
電
話
番
号
を
教
え
て
欲
し
い
」

「
す
ぐ
調
べ
ま
す
。
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
か
ら
あ
な
た
に
協
力
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
カ
ン
店
長
は
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

　
５
分
ほ
ど
し
て
、
カ
ン
店
長
が
紙
切
れ
を
持
っ
て
戻
っ
て
来
た
。

　
紙
切
れ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
し
て
、
私
に
そ
の
紙
切
れ
を
く
れ
た
。

「
名
前
は
、
瀋
陽
冷
鮮
食
肉
有
限
公
司
、
住
所
は
、
和
平
人
民
路
。
連
絡
先
が

書
い
て
あ
っ
た
」

「
今
か
ら
、
こ
の
肉
の
納
入
業
者
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
も
よ
い
か
な
」

「
は
い
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
た
。
担
当
者
は
事
務
所
で
、
あ
な
た
を
待
っ
て

い
ま
す
よ
」

「
あ
り
が
と
う
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
に
よ
ろ
し
く
言
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
、
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私
と

リ
ン
は
、
「
瀋
陽
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
出
て
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
。

５
．

　
和
平
人
民
路
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
。

「
瀋
陽
冷
鮮
食
肉
有
限
公
司
」
と
大
き
な
看
板
が
出
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
分

か
っ
た
。

　
玄
関
で
、
そ
の
担
当
者
は
私
た
ち
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

　
た
ぶ
ん
、
カ
ン
店
長
が
連
絡
し
た
の
だ
ろ
う
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
松
浦
ケ
ン
ト
先
生
」
と
、
彼
が
声
を
掛
け
て
来
た
。

　
私
は
、
カ
ン
店
長
が
く
れ
た
紙
切
れ
を
見
な
が
ら
、

「
チ
ン
主
任
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
」

「
お
話
を
聞
き
た
い
の
で
す
が
、
チ
ェ
ン
部
長
の
件
で
」

「
ど
う
ぞ
、
こ
ち
ら
へ
」
と
言
っ
て
、
私
た
ち
を
応
接
室
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

「
あ
な
た
は
、
チ
ェ
ン
部
長
と
一
緒
に
よ
く
飲
み
に
行
か
れ
ま
す
か
」

「
部
長
と
は
、
一
度
も
、
一
緒
に
飲
み
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
し
か
し
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
、
チ
ェ
ン
部
長
が
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
」

「
そ
の
時
、
彼
は
、
独
り
で
飲
ん
で
い
ま
し
た
か
」

「
二
人
で
飲
ん
で
い
ま
し
た
」

「
な
に
か
、
黒
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
」

「
感
じ
か
ら
し
て
、
チ
ェ
ン
部
長
の
知
り
合
い
の
よ
う
で
し
た
」

「
黒
い
雰
囲
気
と
は
、
黒
社
会
の
こ
と
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
」

「
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
人
で
し
た
か
」

「
い
い
え
、
知
ら
な
い
人
で
し
た
」

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
飲
み
屋
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
」

「
東
北
二
人
世
界
と
い
う
名
の
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部
で
す
」

「
電
話
番
号
、
住
所
は
分
か
り
ま
せ
ん
」
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「
倶
楽
部
の
名
前
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
で
結
構
」

「
リ
ン
、
今
す
ぐ
Ｍ
Ｈ
Ｋ
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
か
」

「
バ
ス
で
し
た
ら
、
３
０
分
後
に
あ
り
ま
す
」

「
じ
ゃ
、
バ
ス
の
手
配
を
頼
む
、
リ
ン
」

　
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
ま
で
、
バ
ス
で
約
３
時
間
半
。
高
速
バ
ス
な
の
に
自
由
乗

降
の
バ
ス
の
よ
う
に
よ
く
途
中
停
車
し
た
。

６
．

　
そ
れ
で
も
、
夕
方
に
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
着
い
た
。

　
先
ず
、
私
た
ち
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
の
そ
ば
の
派
出
所
へ
挨
拶
に
行
っ
た
。

　
担
当
部
署
は
、
派
出
所
の
３
階
に
あ
り
、
若
い
巡
査
部
長
が
事
務
処
理
を
し

て
い
た
。

　
私
は
、
名
刺
を
そ
の
若
い
巡
査
部
長
に
渡
し
な
が
ら
、
リ
ン
に
通
訳
を
し
て

も
ら
っ
て
、
彼
に
調
査
目
的
を
簡
潔
に
説
明
し
た
。

「
警
察
の
仕
事
に
だ
け
は
、
手
を
出
さ
な
い
で
く
れ
」

「
そ
れ
と
、
警
察
の
仕
事
と
関
連
が
あ
る
時
は
、
逐
次
、
進
行
状
況
を
報
告
し

て
く
れ
、
以
上
」
と
、
そ
の
若
い
巡
査
部
長
が
言
っ
た
。

「
了
解
、
警
察
の
仕
事
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
必
ず
、
報
告
す
る
よ
」
と
言
っ

て
、
私
た
ち
は
そ
の
巡
査
部
長
の
部
屋
を
出
て
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。

　
リ
ン
と
夕
食
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
各
々
の
部
屋
へ
戻
り
、
私
は
、
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
少
し
休
憩
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
時
間
に
ロ
ビ
ー
へ
行
っ
た
。

　
リ
ン
は
、
私
よ
り
早
く
ロ
ビ
ー
に
来
て
、
色
々
尋
ね
て
く
れ
て
い
た
。

　
私
た
ち
は
、
火
鍋
を
食
べ
に
行
っ
た
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

　
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
火
鍋
は
、
大
連
の
火
鍋
に
比
べ
て
量
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
値
段

も
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
で
、
二
人
と
も
満
足
し
た
。

　
夕
食
後
、
リ
ン
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
「
東
北
二
人
世
界
」
へ
行
っ
た
。

　
チ
ェ
ン
部
長
の
横
に
座
っ
て
話
を
し
て
い
た
小
姐
（
服
務
員
）
を
探
す
た
め

だ
。

　
チ
ェ
ン
部
長
は
、
そ
の
倶
楽
部
で
有
名
人
だ
っ
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
が
私
に
く
れ
た
チ
ェ
ン
部
長
の
写
真
を
出
す
必
要
は
無
か
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っ
た
。

　
チ
ェ
ン
部
長
の
横
に
座
っ
て
い
た
の
は
、
地
元
出
身
の
ト
ン
と
い
う
中
肉
中

背
で
色
白
の
小
姐
（
服
務
員
）
だ
っ
た
。

　
私
は
、
彼
女
に
紅
包
を
渡
し
な
が
ら
、

チ
ッ
プ

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
い
つ
も
、
誰
と
一
緒
に
飲
ん
で
た
の
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
と
、
い
つ
も
一
緒
に
来
て
た
わ
」

「
こ
の
店
の
飲
み
代
は
、
誰
が
払
っ
て
い
た
ん
だ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
が
い
つ
も
払
っ
て
い
た
わ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
若
い
頃
、
キ
ュ
ウ
先
生
に
凄
く
世
話
に
な
っ
た
と
言
っ
て

た
わ
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
の
職
業
は
」

「
こ
の
周
辺
の
黒
社
会
（
暴
力
団
）
の
ボ
ス
（
老
板
）
よ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
出
身
か
」

「
そ
う
よ
。
キ
ュ
ウ
先
生
も
Ｍ
Ｈ
Ｋ
出
身
な
の
」

「
チ
ェ
ン
部
長
の
実
家
の
隣
り
の
家
が
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
家
ら
し
い
の
」

「
二
人
は
、
こ
こ
で
ど
ん
な
話
を
し
て
い
た
ん
だ
」

「
新
し
い
金
鉱
が
ど
う
の
こ
う
の
、
二
人
で
話
し
て
い
た
わ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
の
実
家
は
何
処
だ
」

「
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
（
村
）
よ
」

「
新
し
い
金
鉱
の
場
所
は
分
か
る
か
」

「
た
ぶ
ん
、
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
の
周
辺
よ
」

「
金
鉱
を
掘
る
の
に
、
予
想
以
上
に
お
金
が
掛
か
る
の
で
、
資
金
繰
り
で
揉
め

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
わ
」

「
３
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
チ
ェ
ン
部
長
は
飲
み
に
来
な
い
わ
」

「
最
近
、
キ
ュ
ウ
先
生
は
独
り
で
飲
み
に
来
て
い
た
わ
」

「
先
週
、
キ
ュ
ウ
先
生
は
纏
ま
っ
た
金
が
入
っ
た
と
言
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ

行
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
」

「
そ
れ
に
、
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
は
景
気
が
良
い
よ
う
で
、
来
年
の
春
に
、
愛
民
ビ

レ
ッ
ジ
の
家
の
建
て
替
え
を
す
る
の
」

「
建
て
替
え
の
資
金
繰
り
は
、
キ
ュ
ウ
先
生
が
面
倒
を
見
た
そ
う
よ
」
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「
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
何
時
ご
ろ
帰
っ
て
く
る
の
だ
」

「
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
に
親
戚
が
い
る
の
よ
。
も
う
、
戻
っ
て
来
な
い
わ
」

「
そ
う
か
、
戻
っ
て
来
な
い
の
か
」

「
リ
ン
、
今
夜
で
こ
の
調
査
は
打
ち
切
り
だ
」

「
明
日
の
朝
、
バ
ス
で
大
連
に
帰
る
手
配
を
頼
む
よ
」

「
大
連
行
き
の
バ
ス
は
、
朝
９
時
３
０
分
発
車
で
す
」

７
．

　
明
朝
、
私
た
ち
は
、
９
時
３
０
分
発
の
高
速
バ
ス
に
乗
っ
た
。

　
１
月
初
旬
の
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
気
温
は
零
下
１
５
～
３
０
度
で
、
田
畑
に
は
、
３
０

ｃ
ｍ
ほ
ど
雪
が
積
も
っ
て
、
人
っ
子
一
人
い
な
か
っ
た
。

　
春
に
な
ら
な
い
と
田
畑
の
雪
は
消
え
な
い
し
、
農
民
は
完
全
休
業
で
誰
も
田

畑
に
出
な
い
。

　
午
後
４
時
３
５
分
に
、
私
た
ち
は
大
連
に
着
い
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
に
報
告
を
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
大
連
開
発
区
の
金

帆
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。

　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
は
、
金
帆
ホ
テ
ル
１
階
の
「
割
烹
七
夕
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の

「
椿
の
間
」
で
、
私
た
ち
を
待
っ
て
い
た
。

「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」
と
、
私
が
言
っ
た
。

「
疲
れ
た
だ
ろ
う
」
と
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
が
言
っ
た
。

「
リ
ン
の
お
か
げ
で
、
今
回
の
仕
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま
し
た
」

「
で
は
、
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
、
今
回
の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
」

「
し
か
し
、
こ
の
調
査
報
告
は
、
来
年
の
春
（
旧
正
月
）
以
降
に
、
証
拠
が
出

て
、
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
」

「
今
回
の
犯
人
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
気
候
風
土
に
精
通
し
て
い
ま
し
た
」

「
そ
の
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
気
候
風
土
を
巧
妙
に
使
っ
て
い
ま
す
」

「
犯
人
は
、
初
め
か
ら
、
こ
の
事
件
の
結
末
が
来
年
の
春
に
出
る
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
た
の
で
す
」

「
貴
社
か
ら
振
り
出
さ
れ
た
小
切
手
の
使
い
方
も
、
無
駄
の
無
い
有
効
な
使
い

方
を
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
も
、
来
年
の
春
に
は
明
ら
か
に
な
り
ま
す
」
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私
は
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
の
顔
を
見
な
が
ら
、
言
っ
た
。

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
新
し
い
金
鉱
を
探
し
て
い
ま
し
た
」

「
そ
し
て
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
」

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
は
、
鉱
物
資
源
の
豊
か
な
土
地
だ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
出
身
だ
っ
た
」

「
彼
は
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
詳
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
金
鉱
探
し
の
話
に
乗
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
た
ぶ
ん
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
な
ら
、
金
鉱
探
し
の
話
に
は
乗
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
誰
が
、
そ
の
金
鉱
探
し
の
情
報
を
提
供
し
た
の
だ
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
で
す
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
チ
ェ
ン
部
長
と
同
郷
で
、
黒
社
会
の
ボ
ス
と
し
て
Ｍ
Ｈ
Ｋ

で
は
有
名
人
な
の
で
す
」

「
チ
ェ
ン
部
長
の
家
は
貧
し
く
て
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
家
の
援
助
で
大
学
に
行
く

こ
と
が
で
き
た
」

「
真
面
目
な
チ
ェ
ン
部
長
は
、
そ
の
こ
と
に
恩
誼
を
感
じ
て
い
た
」

「
チ
ェ
ン
部
長
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
」

「
Ｍ
Ｈ
Ｋ
で
す
」

「
彼
は
、
元
気
な
の
か
」

「
い
い
え
」

「
チ
ェ
ン
部
長
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
日
、
彼
は
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
ま
で
高
速

バ
ス
に
乗
っ
た
」

「
な
ぜ
な
ら
、
キ
ュ
ウ
先
生
と
会
う
た
め
に
」

「
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
新
し
い
金
鉱
の
場
所
を
確
認
す
る
た
め
で
し
た
」

「
チ
ェ
ン
部
長
が
乗
っ
た
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
ま
で
の
高
速
バ
ス
と
は
名
ば
か
り

で
、
実
質
、
自
由
乗
降
バ
ス
で
し
た
」

「
そ
の
日
、
チ
ェ
ン
部
長
は
、
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
の
入
り
口
で
高
速
バ
ス
を
降
り

た
」

「
彼
が
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
で
降
り
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
瀋
陽
か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
移
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動
し
た
日
、
そ
の
バ
ス
の
運
転
手
に
確
認
し
た
」

「
幸
運
に
も
、
そ
の
バ
ス
の
運
転
手
は
、
チ
ェ
ン
部
長
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
」

「
こ
こ
か
ら
は
、
推
測
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
の
春
に
は
、
私
の
報
告
が
立
証

さ
れ
ま
す
」

「
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
の
入
り
口
に
は
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
車
が
チ
ェ
ン
部
長
を
迎
え

に
来
て
い
た
」

「
そ
の
車
で
、
キ
ュ
ウ
先
生
は
チ
ェ
ン
部
長
を
新
し
い
金
鉱
予
定
地
ま
で
案
内

し
た
」

「
そ
こ
で
、
キ
ュ
ウ
先
生
は
チ
ェ
ン
部
長
を
殺
害
し
、
小
切
手
を
奪
っ
た
」

「
明
く
る
日
、
Ｍ
Ｈ
Ｋ
に
は
雪
が
降
り
、
３
０
セ
ン
チ
ほ
ど
雪
が
積
も
っ
た
」

「
積
も
っ
た
雪
が
、
チ
ェ
ン
部
長
を
隠
し
た
の
だ
」

「
だ
か
ら
、
チ
ェ
ン
部
長
が
再
び
顔
を
出
す
の
は
、
来
年
の
春
に
な
っ
て
雪
が

溶
け
る
頃
だ
」

８
．

「
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
商
売
柄
、
金
融
機
関
に
は
顔
が
利
く
の
で
、
小
切
手
を
容

易
に
換
金
で
き
た
」

「
換
金
し
た
金
を
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
独
り
占
め
し
な
か
っ
た
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
は
村
長
を
呼
ん
で
、
村
の
再
開
発
（
建
て
替
え
８
８
戸
）
を
提

案
し
た
」

「
村
長
は
、
村
民
と
相
談
し
て
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
話
を
受
け
入
れ
た
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
の
再
開
発
に
は
、
条
件
が
一
つ
あ
っ
た
」

「
農
閑
期
の
間
、
村
の
住
民
に
、
田
畑
へ
行
く
な
と
い
う
条
件
だ
っ
た
」

「
村
長
は
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
話
を
承
諾
し
た
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
の
再
開
発
の
準
備
を
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
ペ
ナ
ン
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
」

「
し
か
し
、
愛
民
ビ
レ
ッ
ジ
の
村
民
が
約
束
を
履
行
し
な
け
れ
ば
、
村
の
再
開

発
は
中
止
だ
そ
う
だ
」

「
キ
ュ
ウ
先
生
は
、
新
し
い
金
鉱
の
話
を
知
っ
て
い
た
村
民
と
の
間
に
、
村
の

再
開
発
と
い
う
名
目
で
な
に
や
ら
暗
黙
の
了
解
を
取
っ
て
い
た
よ
う
だ
」
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「
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
、
報
告
は
以
上
で
す
」
と
、
私
が
言
っ
た
。

「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
あ
り
が
と
う
、
ケ
ン
ト
」

「
そ
れ
か
ら
、
キ
ュ
ウ
先
生
の
件
は
、
ど
う
し
ま
す
か
？
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ン
」

「
私
に
は
、
キ
ュ
ウ
先
生
と
い
う
知
り
合
い
は
い
な
い
」

「
振
り
出
さ
れ
た
小
切
手
は
、
ど
う
処
理
し
ま
す
か
」

「
チ
ェ
ン
部
長
が
、
振
り
出
し
た
小
切
手
１
０
億
円
は
、
彼
の
退
職
金
と
し
て

処
理
す
る
予
定
だ
」

「
チ
ェ
ン
部
長
の
件
は
、
警
察
に
も
報
告
し
ま
す
か
」

「
い
や
、
彼
の
件
は
、
お
ま
え
の
報
告
通
り
、
来
年
の
春
ま
で
静
観
す
る
よ
」

「
春
に
な
れ
ば
、
チ
ェ
ン
部
長
も
、
顔
を
出
す
だ
ろ
う
」
　
　
了
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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